





An action of  “instructor PC training”  by cooperation with an area
Hiromi KAWADA and Saori TAKEOKA
はじめに
 この、「学生の手による『パソコン・インストラクター実習』」は、短期大学部生活学科生活
情報専攻（以下、本専攻）の 2 年次後期に開講する選択科目 ｢パソコン運用実習 ｣の 1 コース（｢












の 2 コースを設定しており、本実習はこのうちの 1 コースとして位置づけられる。
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－ 119 －
（4）実習の展開と作業内容


























 名古屋市教育委員会側でも、一定パターンの告知ホームページ 3 ）を利用して PRを行ったが、
並行して、本学の専攻ホームページに掲示する PR 用ページを各グループに作成させた。作品
は、ホームページビルダーで作成させ、プレゼンテーションの後、優秀な作品を投票で選択し、
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る。学習環境の現状は、｢ 実践的情報処理教育の確立 ｣を目指して、 6 つのシステムより成り
表 2  セミナー当日の実習プログラム





























閉会 12：05～12：10 － ペーパークラフト配布
－ 122 －






































































































































(1)選択科目「パソコン運用実習」は、平成14年入学生対象の新カリキュラムで 2 年生後期科目として新たに 
設定した科目であり、平成15年に始めて開講した。平成17年度入学生向けの新カリキュラムでは、教科「パ




  （ 2 － 1 ）ハートライブ・プロジェクト
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  なども備わった ｢ 人間的で実践的な職業人の育成 ｣と職業人としての即戦力ばかりでなく、将来、家庭や
地域での活躍につながるような自信を身に付けた ｢ 自立する女性人材の育成 ｣を目指すものである。
  （ 2 － 3 ）パソコン・インストラクター実習





 1 ） 名古屋市教育委員会瑞穂青年の家：
 http://www.city.nagoya.jp/ku/08ku/mizuhoseineninfo/mizuhoseineninfo.html.
 2 ） 天王寺経理専門学校デジタルカレッジ
  http://www.tenkei.ac.jp/02/09kids.html.
 3 ） 名古屋女子大学短期大学部生活情報専攻：
  http://www.nagoya-wu.ac.jp/tan/sei-joho/
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 http://www.nagoya-wu.ac.jp/tan/sei-joho/
 5 ） 天王寺経理専門学校デジタルカレッジ：http://www.tenkei.ac.jp/02/09kids.html.
 6 ） 川田博美、武岡さおり、滝下治里、田口継治、尾崎正弘：“能力別クラス編成による効果的な情報教育カリキュ
ラム実現の試みについて”、日本教育情報学会第18回年会論文集、pp.246-249（2002）






























































13） 中日新聞：2004年 1 月27日付
